
日 曜 行事 日 曜 行事

10/1 水 （朝）班別遊び 10/19 日

10/2 木 10/20 月

10/3 金 （朝）サーキット・読書／読み聞かせ２年 10/21 火 （朝）チャレンジタイム

10/4 土 10/22 水 （朝）班別遊び

10/5 日 家庭人権学習の日 10/23 木 （朝）チャレンジタイム

10/6 月 委員会活動 10/24 金 （朝）サーキット・読書／読み聞かせ（４年）

10/7 火 （朝）チャレンジタイム 10/25 土

10/8 水 （朝）班別遊び 10/26 日 参観日（人権学習）　人権フェスティバル

10/9 木 前期終業式 10/27 月 振替休業日

10/10 金 秋季休業日　阿南市小学校陸上運動記録会 10/28 火
（朝）チャレンジタイム
科学センター学習（５・６年）

10/11 土 10/29 水

10/12 日 10/30 木 （朝）チャレンジタイム

10/13 月 スポーツの日　市陸上記録会予備日① 10/31 金

10/14 火 後期始業式

10/15 水 （朝）班別遊び　市陸上記録会予備日②

10/16 木 （朝）チャレンジタイム　食育パワーアップ作戦③（２年）

10/17 金
（朝）サーキット・読書／読み聞かせ（１年）アラーム訓練
ひまわり号来校（業間）

10/18 土
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１０月行事予定表

【11月行事予定】
　２日（日）家庭人家学習の日　　　　　　２３日（日）勤労感謝の日
　９日（日）福井町敬老会（３年生参加）　２４日（月）振替休日
１０日（月）学校運営協議会　　　　　　　２９日（土）町文化祭
１３日（木）福井中学校区人権教育研究会　３０日（日）町文化祭
１５日（土）市学童展
１６日（日）市学童展
２１日（金）県統一大会のため臨休

 

                       「未来」はすぐそこに 〜万博見学から考える、子どもの可能性〜
　 子どもたちの元気な声が学校に戻り、いよいよ前期後半がスタートいたしました。夏休み中は、ご家庭におかれましても、子
どもたちの健やかな成長のため、多大なるご支援とご協力を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。
　さて、この夏、私は大阪万博を訪れる機会に恵まれました。そこで目の当たりにしたのは、まさに「未来」がすぐそこまで来
ていることを実感させる、驚くべき光景の数々でした。
　まず、皆様もメディアでご覧になったことがあるかもしれませんが、「空飛ぶ車」が展示されておりました。まるで夢物語
だったSFの世界が、現実のものとして目の前に広がり、その技術の進歩にただただ感動いたしました。
　そして、日本館では、さらに想像を超えるような展示が数多くありました。一つは、「火星の隕石」です。はるか彼方の宇宙
から飛来した石が目の前にあるという事実に、宇宙の神秘と、それを探求する人類の飽くなき好奇心を感じました。また、私た
ちの日常生活から出る「生ゴミ」が、特殊な微生物の働きによってプラスチックの原料やガスへと生まれ変わるという画期的な
技術も紹介されていました。さらに、その再生プラスチックを用いて３Ｄプリンタが美しい椅子を作り出す様子は、資源の有効
活用と持続可能な社会の実現に向けた、大きな可能性を示していました。ゴミが新たな価値を生み出すという発想は、子どもた
ちにもぜひ伝えていきたいものです。他にも、人工衛星が火星に着陸する際の衝撃を吸収するための特殊なクッションも見学い
たしました。これは、宇宙開発における日本の高度な技術力が結集されたものであり、未来を切り拓くための知恵と努力の結晶
だと感じました。
　これらの展示を通して、私が強く感じたのは、今の子どもたちが生きる未来は、私たちの想像をはるかに超えるスピードで進
化していくということです。そして、その進化を支え、牽引していくのは、まさに今、この学校で学んでいる子どもたち、すな
わち皆様のお子様方であると確信いたしました。
　「こんなものがあったら便利なのに」「こんなことができたら素晴らしいだろう」という純粋な好奇心と、それを実現しよう
とする探究心こそが、未来を創造する原動力となります。学校では、子どもたちがそれぞれの興味関心を見つけ、それを深く掘
り下げていけるような学びの場を提供したいと考えています。失敗を恐れずに挑戦し、試行錯誤を繰り返す中で、自ら考え、解
決する力を育んでいきたいと考えております。
　保護者の皆様には、ぜひご家庭でも、お子様の「なぜ？」「どうして？」という問いかけに耳を傾け、一緒に考え、応援して
いただきたいと思います。学校とご家庭が連携し、子どもたちの可能性を信じ、育んでいくことで、将来、この万博で見たよう
な「空飛ぶ車」や、地球に優しい新しい素材、あるいはまだ誰も想像もしていないような素晴らしいものを、自らの手で「開発
するような人」へと成長してくれることを心から願っております。９月からも、教職員一同、子どもたちの成長のために全力を
尽くしてまいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。


